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年
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ら
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年
間

　
こ
の
た
び
、
議
長
と
い
う
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
議
長
と
し
て
、
議
会
の
公
平
・
公
正
か
つ
円
滑
な
運
営
に

努
め
、
議
員
の
皆
様
が
十
分
に
議
論
を
尽
く
せ
る
環
境
づ
く

り
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
執
行
部
と

の
適
切
な
緊
張
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
町
政
の
発
展
と
住
民

福
祉
の
増
進
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
前
例
踏
襲
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
誠
心
誠
意
、
職
責

を
果
た
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
の
さ
ら
な
る
発
展
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

中
能
登
町
議
会
議
長
　
土
本
　
稔

第
15
代
議
長

　
こ
の
度
、
二
度
目
と
な
る
中
能
登
町
議
会
副
議
長
の
重
責

を
担
う
こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
町
民

の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
信
頼
に
応
え
る
た
め
、誠
心
誠
意
、

職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
能
登
町
議
会
は
、
女
性
議
員
の
比
率
が
県
内
で
最
も
高

く
、
多
様
な
視
点
を
生
か
し
た
議
論
が
で
き
る
こ
と
が
大
き

な
強
み
で
す
。
副
議
長
と
し
て
議
長
を
支
え
な
が
ら
、一人
ひ

と
り
の
意
見
を
大
切
に
し
、
活
発
で
建
設
的
な
議
論
を
通
じ

て
、
町
民
の
皆
様
の
声
を
町
政
へ
届
け
る
開
か
れ
た
議
会
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
代
の
母
親
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
育
ち
、
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
と

思
え
る
愛
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
中
能
登
町
の
実
現
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
能
登
町
議
会
副
議
長
　
古
玉
　
い
づ
み

第
15
代
副
議
長

尾橋 ちか子
【おはし ちかこ】

川田／43歳／無所属
1期

・総務建設常任委員会……■
・教育民生常任委員会……■
・予算決算常任委員会……議長を除く全員
・期別(　)内は、旧町からの通算回数
・令和8年7月6日現在

土本　稔
【つちもと みのる】

黒氏／50歳／自由民主党
4期

古玉 いづみ
【こたま いづみ】

徳前／47歳／無所属
3期
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議
員
議
員
1212
名
の
決
意
と

名
の
決
意
と
抱
負
抱
負

須藤　雅彦
【すどう まさひこ】

西馬場／45歳／無所属
1期

福井　清久
【ふくい きよひさ】
尾崎／77歳／無所属

1期

角　久子
【かど ひさこ】

二宮／74歳／無所属
2期

橋本　達也
【はしもと たつや】
高畠／55歳／無所属

1期

木下　智治
【きのした ともはる】
徳前／43歳／無所属

2期

笹川　広美
【ささかわ ひろみ】
末坂／64歳／公明党

6期

奥村　良憲
【おくむら よしのり】
芹川／63歳／無所属

1期

三浦　克欣
【みうら かつよし】

能登部下／62歳／無所属
2期

南　昭榮
【みなみ しょうえい】
瀬戸／79歳／無所属

6期（通算8期）

議会だより とびら 第47号3



議会組織 決まる
 正 副 議 長

　議　長　土本　　稔　　　　副議長　古玉いづみ

 委 員 会　◎は委員長　○は副委員長

　【議会運営委員会】
　　◎南　　昭榮　〇角　　久子　　笹川　広美　　古玉いづみ　　三浦　克欣

　【総務建設常任委員会】
　　◎木下　智治　〇須藤　雅彦　　南　　昭榮　　土本　　稔　　福井　清久
　　　奥村　良憲

　【教育民生常任委員会】
　　◎角　　久子　〇橋本　達也　　笹川　広美　　古玉いづみ　　三浦　克欣
　　　尾橋ちか子

　【予算決算常任委員会】
　　◎古玉いづみ　〇三浦　克欣　　南　　昭榮　　笹川　広美　　角　　久子
　　　木下　智治　　福井　清久　　奥村　良憲　　橋本　達也　　須藤　雅彦
　　　尾橋ちか子

　【議会行革・活性化特別委員会】
　　◎福井　清久　〇三浦　克欣　　南　　昭榮　　笹川　広美　　古玉いづみ
　　　角　　久子　　木下　智治　　奥村　良憲　　橋本　達也　　須藤　雅彦
　　　尾橋ちか子

　【庁舎統合建設特別委員会】
　　◎南　　昭榮　〇古玉いづみ　　笹川　広美　　角　　久子　　三浦　克欣
　　　木下　智治　　福井　清久　　奥村　良憲　　橋本　達也　　須藤　雅彦
　　　尾橋ちか子

　【議会広報特別委員会】
　　◎三浦　克欣　〇尾橋ちか子　　福井　清久　　奥村　良憲　　橋本　達也
　　　須藤　雅彦

 事 務 組 合

　　　石川北部ＲＤＦ広域処理組合議会議員　　南　　昭榮
　　　石川県後期高齢者医療広域連合議会議員　土本　　稔

 監 査 委 員 　笹川　広美
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さんかく

総額156億4,188万円に総額156億4,188万円に
3億6,688万円を追加し
令和８年度一般会計６月補正予算可決！

高温等気象災害対策緊急支援
２５２万円

高温等の気象災害による農作物の減収や健康
へのリスクの高まりを受け、気象災害対策に資
する施設等の導入を支援するもの。

１７６万円
化学肥料及び農薬の５割以上の削減と冬期湛
水、畦畔除草剤不使用、江・魚道の設置などト
キの生息環境に配慮した米づくりへの取り組
みを支援するもの。

トキ生息環境整備 総合型地域スポーツクラブ
活動助成

主な事業の概要　①

レクトピアパーク遊具設置

１，８１３万円
地域コミュニティの活性化を図るため、公園の
遊具を更新するもの。また、障害のある子、な
い子、誰もが一緒に遊べる公園（インクルーシ
ブ・プレイグラウンド）を目指すもの。

１２０万円
地域住民一人ひとりが主体的に健康づくりに
取り組める交流の場づくり、また将来的に部活
動の地域展開の受け皿となるための活動を助
成するもの。

【令和8年度プレ事業 イメージ】
教室名 内 容

幼児運動教室 保育園等と連携し、
幼児期の運動習慣を定着

ジュニア運動教室 小中学生を対象とした
基礎体力作り

ピックルボール教室 ニュースポーツを通じた
多世代交流

バスケットボール教室 部活動地域展開モデル事業
陸上（長距離）教室 部活動地域展開モデル事業

【トキの餌場環境整備】
▶江の設置

▶水張水田の設置

▶畦畔除草剤不使用

水稲の中干期間も常に湛水状態と
なるよう、深みをつくる

年間を通して常時湛水又は湿地の状
態となるよう管理するとともに、背
の高い植物が茂らないように管理

畦畔除草剤を使用せず、畦畔の雑草
を管理

▶魚道の設置

生き物が行き来できるよう、水田
と水路をつなぐ

▶冬期湛水

冬期の餌場となるよう、冬期間に
水田に水を張る

▶生き物調査（６〜８月推奨）

取組ほ場の生き物調査を実施し、
トキのエサとなる生き物の生息
状況を把握
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熱線遮断資材イメージ 設置遊具イメージ図

農林課

農林課

生涯学習課

生涯学習課



主な事業の概要　②

地域おこし協力隊

５４９万円
おにぎり地域振興（継続）1名
特産品コンシェルジュ協力隊（新規）1名
地場産業承継協力隊（新規）1名

【中能登町の地域おこし協力隊実績】
活動分類 任期 その後
農 業 H27.8〜H30.3 R6.5月に転出
特産品開発 H28.5〜H29.2 途中退任
農家民宿 H30.7〜R3.6 定住
観光振興 H30.11〜R3.10 おにぎり事業で町と関係続く
林 業 R2.1〜R3.1 任期満了後転出
ど ぶ ろく R4.7〜R5.8 途中退任
宿泊・飲食業 R5.1〜 1年間延長の上、活動中
おにぎり振興 R5.7〜 活動中（1年延期予定） 保育施設環境整備

２０８万円
こすもす保育園医務室　　　エアコン	 1台
さくら保育園医務休憩室　　エアコン	 1台
つくし保育園１、２歳児室　　暖房機	 4台

テニスコートとりや
人工芝張替工事

４，８７３万円
テニスコートとりやは完成から30年以上が経
過し、経年劣化により一部使用できない状態
となっている。安全性と利用可能面数を回復さ
せ、多くの利用団体に安定したスポーツ環境を
提供するため、人工芝全面の張り替え工事を
行うもの。

町立保育園民営化移管法人
選定委員会

１２万円
令和11年４月の町立つくし保育園の民営化を
目指して、移管法人を公平かつ適正に選定する
ためのもの。今回は、今年度中に開催する委員
会の委員報酬の補正となっている。

避難所管理システム導入

３４６万円
避難所入退所をオンラインシステムで管理す
る石川県及び県内全市町共通の体制を構築
し、混雑状況等の視覚化、避難者情報の避難所
間連携を可能とするもの。

古墳公園とりや
川田大池堤体工事

１，１７１万円
川田大池はボートや桟橋などを、公園の一部と
して利用しており、令和６年能登半島地震によ
り大池堤体のボート乗り場階段部分に亀裂が
生じた。大変危険な状況であり、公園利用者の
安全確保のため工事を行うもの。
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避難所

企画情報課

健康保険課

生涯学習課

健康保険課

危機管理課

生涯学習課

2次元コードやマイナンバーカード等
読取りで避難所入退所管理、名簿作成自動化



〇：賛成　×：反対　退：退席　欠：欠席　除：除斥　　
議長は、採決には加わりません。※可否同数の場合は議長が採決採決の結果

住民生活に寄り添った予算編成 
議案第３号　令和８年度中能登町一般会計補正予算について賛成する。 
　保育園の冷暖房設備更新費やトキの生息環境整備費、避難所運営のデジタル化を進めるため
の避難所管理システム導入費が計上されている。私自身、防災士として活動してきたが、日頃か
ら備えこそが有事の際の被害軽減につながるものと確信している。そのほかにも、子供から高齢
者まで幅広い世代が安心して利用できる施設整備が盛り込まれており、住民生活に寄り添った
予算編成であると受け止めている。

トキの個体数減少はやむを得ず
議案第３号　令和８年度中能登町一般会計補正予算について、２点でこの議案に反対する。
　1点目、トキ生息環境整備事業、これは本州における繁殖を見据えての対策である。佐渡にも
中国本土にもトキは十分生息しており、またいなくなれば持ってくることも可能である。長いスパ
ンで考えれば、トキの個体数減少はやむを得ぬ事象である。
　２点目、総合型地域スポーツクラブ活動助成について、幼児運動教室として保育園等と連携
し、幼児期の運動習慣を定着させる目的のものだが、必要だとは個人的には考えない。厳しい目
に遭わせるといった親の側からの子離れ学習も必要なのではないか。 

甲部議員

尾田議員

提出された議案に対して、議員が賛成・反対の意思をあらわして、議案
の成立の可否が決定します。■ 討 論

賛成

反対

議案番号 議 案
木
下　
智
治

三
浦　
克
欣

合
田　
　
宏

角　
　
久
子

澤　
　
良
一

古
玉
い
づ
み

尾
田　
良
一

土
本　
　
稔

笹
川　
広
美

南　
　
昭
榮

甲
部　
昭
夫

坂
井　
幸
雄

結 果
（賛成：反対）

4月随時会議　4月30日（木）

承認第１号
専決処分の承認を求めることについて
（中能登町税条例の一部を改正する条例に
ついて）

〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 欠 可決（9：0）

議案第１号 和解及び損賠賠償の額を定めることについて 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 欠 可決（9：0）

6月定例会議　5月21日（木）～6月5日（金）

議案第2号
中能登町地方活力向上地域における固定資
産税の特例に関する条例の一部を改正する
条例について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 欠 可決（10：０）

議案第3号 令和８年度中能登町一般会計補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ― 〇 欠 可決（９：１）

議案
第4号～5号

令和８年度中能登町水道事業会計補正予算
令和８年度中能登町下水道事業会計補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 欠 可決（10：０）

議案第6号 小字の区域の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 欠 可決（10：0）

議案第7号 公の施設の指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 欠 可決（10：0）

議案第8号
物品購入契約の締結について
（令和８年度中能登町高規格救急車・高度
救命処置用資機材整備事業）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 欠 可決（10：0）

諮問
第１号～2号 人権擁護委員候補者の推薦について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 欠 可決（10：0）

同意第１号 教育委員会委員の任命について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 欠 可決（10：0）
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一 般 質 問 6月定例会議

一般質問に 9 名が登壇

移住者にインタビュー

　和歌山県新宮市生まれ、奈良市育ちの田中と申
します。2021年に結婚し、中能登町芹川の築100
年以上の古民家で、家族3人と猫2匹で暮らしてい
ます。
　妻の真理子は神戸市生まれ、名古屋市育ちです。
2018年頃、高校時代からの友人が能登島に住んで
いたことをきっかけに、能登半島を訪れるように
なりました。その際、七尾市内のスポーツジムの
支配人と出会い、壁画を制作。地元新聞にも取り
上げていただきました。現在は画家として国内外
で個展を開催し、グループ展にも参加しています。
町内の施設にも作品がありますので、ご覧いただ
けると嬉しいです。
　私は石川県内の大学院在学中、三重県四日市市
のシェアハウスで妻と出会いました。その後、岡山、
広島、島根、鳥取、静岡、愛知、岐阜、加賀、金
沢など各地を巡る中で、美味しいお魚や温泉、湧
き水など豊かな自然の魅力に惹かれ、中能登に住
むことを決めました。大学時代には原付で日本各
地を友人と旅し、南インドをバックパッカーとし
て巡るなど様々な地域を訪れましたが、中能登町
はとても住みやすい町だと感じています。これか
らも町内の往来が増え、多様な人や文化が行き交
う町になればいいなと思っています。

一般質問とは、議員が行政全般にわたり、執行機関に施策の状況
や方針等に対し説明を求めるもの。

田中　総一郎 さん、真理子さん
（芹川　在住）

甲部　昭夫 議員… ……………………9P
・庁舎統合

庁舎統合の今後の計画は

土本　稔 議員… ………………………9P
・組織の人材育成

信頼関係を構築せよ

古玉　いづみ 議員… ……………… 10P
・ハラスメント、いじめ対策

子ども達の安全の確保を
・高齢者支援

高齢者の見守り強化を

澤　良一 議員… …………………… 10P
・人材育成

役職定年者を引き続き配置した理由は
・財政調整基金枯渇リスク

議会報告を遅らせたのは誰の判断か

木下　智治 議員… ………………… 11P
・防災教育

通学路版マイハザードマップ作成せよ
・文化財保護

今後の管理体制の強化は

笹川　広美 議員… ………………… 11P
・子ども貧困対策

夏休みの食と居場所の支援を

三浦　克欣 議員… ………………… 12P
・桜の公園

町全体を桜の公園に
・仮設住宅の利活用

応急仮設住宅の利活用案は

角　久子 議員… …………………… 12P
・卒業式歌

「仰げば尊し」なぜ歌われない
・駐在所

駐在所の課題・問題点は

合田　宏 議員… …………………… 13P
・クーリングシェルター

現状の利用状況と課題は
・有償ボランティア制度

制度導入に対する町の見解は

議会だより とびら 第47号 8

題字　桜鱗氏（中能登町在住書家）



一 般 質 問6月定例会議

Q
人
材
育
成
に
つ
い
て
看
過
で
き
な
い

の
で
問
う
。
中
長
期
的
な
人
材
育
成
方

針
と
は
。

A
適
切
な
人
事
評
価
を
行
い
、
昇
給
・

昇
格
に
反
映
さ
せ
、
職
員
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
魅
力
あ
る
職

場
環
境
を
構
築
す
る
。

Q
専
門
人
材
・
経
験
人
材
の
横
断
的

活
用
と
は
。

A
行
財
政
改
革
の
推
進
、
防
災
対
策
、

地
域
活
性
化
な
ど
横
断
的
に
連
携
を
強

化
し
課
題
に
対
処
し
た
い
。

　
こ
こ
何
か
月
間
で
５
人
ほ
ど
退
社
し

た
。そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
る
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
も
あ
っ
た
。

A
行
財
政
改
革
大
綱
の
13
ペ
ー
ジ
に
詳

し
く
出
て
い
る
が
、
今
年
度
は
調
査
を

し
、
９
年
度
に
方
針
案
を
出
し
、
10
年

度
に
方
針
策
定
、
11
年
度
に
準
備
し
、

12
年
度
に
実
施
、
と
い
う
計
画
と
な
っ

て
い
る
。
５
年
計
画
だ
が
、
ま
た
新
し

い
議
会
で
庁
舎
統
合
特
別
委
員
会
が
作

ら
れ
る
と
思
う
が
、
少
し
ず
つ
何
年
か

か
け
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

町
長
の
手
腕
で
一本
化
し
て
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
お
別
れ
す
る
の
は
寂
し

い
が
今
後
は
町
民
の一人
と
な
っ
て
、
皆

さ
ん
の
ご
活
躍
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
の
ひ
と
言

こ
れ
か
ら
活
躍
す
る
若
手
職
員
の
退
社

に
は
、
誠
に
残
念
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
い
。
本
来
の
仕
事
の
や
り
が
い
を
見

い
だ
せ
ず
に
、
見
切
り
を
つ
け
た
の
で

は
。
日
常
業
務
に
お
い
て
、
危
機
感
ば

か
り
が
先
行
し
、
や
り
が
い
を
見
失
う

と
上
司
と
の
意
思
疎
通
が
な
く
な
り
、

見
切
り
を
つ
け
る
の
で
は
な
い
か
。
ど

う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ど
う
で
も

い
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、

悩
ん
だ
時
、
上
司
に
相
談
す
る
前
に
、

同
僚
や
同
期
仲
間
に
相
談
す
る
と
思

う
。
し
か
し
、
町
職
員
会
の
本
来
の
機

能
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。
人
材
育
成

で
大
事
な
の
は
、
全
職
員
の
ス
キ
ル
の

底
上
げ
で
す
。
底
上
げ
す
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
。
震
災
か
ら
の
復
興
、
希
望

あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
議
会
や
行
政
そ

し
て
町
民
皆
さ
ん
で
乗
り
越
え
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
職
員
の
力
が
必
要
で
す
。

よ
り
よ
い
人
材
育
成
を
望
む
。

議
員
の
ひ
と
言

庁
舎
統
合

組
織
の
人
材
育
成

問
庁
舎
統
合
の
今
後
の
計
画
は

答
５
年
計
画
で
整
備
し
た
い

問
信
頼
関
係
を
構
築
せ
よ

答
会
話
を
通
し
て
意
思
疎
通

し
て
い
く

政治家が選挙区内の人にお金や物などを贈ることは禁止されています。

Q
令
和
７
年
９
月
定
例
会
議
の
一般
質

問
に
お
い
て
、
庁
舎
統
合
整
備
基
本
計

画
を
基
に
今
後
の
事
業
を
進
め
て
い
く

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進

捗
状
況
は
。
ま
た
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
聞
く
。

A
町
で
は
令
和
８
年
３
月
に
、
中
能
登

町
役
場
庁
舎
統
合
整
備
基
本
計
画
を

策
定
し
た
。
本
計
画
は
、
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
総

務
庁
舎
の
復
旧
に
か
か
る
費
用
と
、
総

務
庁
舎
の
機
能
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
庁
舎

へ
と
統
合
し
た
場
合
に
必
要
と
な
る
費

用
を
算
出
。
今
後
は
整
備
方
針
を
探
る

た
め
の
本
計
画
に
基
づ
き
、
役
場
機
能

を
ど
の
様
に
再
編
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
庁
内
で
検
討
を
行
い
、議
会
に
も
諮
っ

て
い
く
。

Q
も
う
少
し
具
体
的
に
、
い
つ
ご
ろ
ま

で
に
、
ど
う
い
う
風
に
考
え
て
い
る
の

か
。

※各議員の二次元コードから
　一般質問が視聴できます。

動画はこちら
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部　昭
あ き お

夫 議員

総務庁舎行政サービス庁舎

適切なコミュニケーションを
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Q
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
い
じ
め
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
安
全

確
保
は
大
人
の
責
任
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ

て
い
る
の
か
。
町
の
現
状
、
対
応
策

の
整
備
状
況
を
聞
く
。

A
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
は
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
、
行
政

に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
責
務
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
各
学
校
が
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
を
策
定
し
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
教
育
相
談
の
実
施
な
ど
、
未

然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
な
ど
の
配
置
に
よ
り
、
専
門
的

な
支
援
体
制
の
充
実
も
図
っ
て
い
る
。

Q
学
校
で
、
本
当
に
相
談
し
や
す
い

環
境
整
備
と
い
う
の
が
で
き
て
い
る

の
か
。

Q
災
害
時
に
高
齢
者
の
み
世
帯
や
高

齢
者
単
身
世
帯
が
孤
立
し
な
い
よ
う

に
す
る
に
は
、
地
域
と
の
連
携
や
見

守
り
体
制
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
が

町
の
考
え
は
。

A
地
区
ご
と
に
、
民
生
委
員
を
中
心

に
区
長
、
保
健
推
進
員
な
ど
で
組
織

さ
れ
る
地
域
福
祉
推
進
チ
ー
ム
が
町

内
に
50
チ
ー
ム
活
動
し
て
お
り
、
町

で
は
そ
の
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

活
動
の
一
つ
と
し
て
、
福
祉
見
守
り

マ
ッ
プ
作
り
を
推
進
し
て
お
り
令
和

７
年
度
末
時
点
で
22
チ
ー
ム
が
作
成

済
み
。
住
民
同
士
が
共
に
支
え
合
う

互
助
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、

互
助
の
重
要
性
に
つ
い
て
啓
発
を
行

い
住
民
の
意
識
向
上
に
努
め
る
。

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
町
民

の
命
と
安
全
な
生
活
、
幸
せ
を
守
り
、

町
民
の
た
め
に
町
が
ひ
と
つ
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員
の
ひ
と
言

A
大
事
な
の
は
、
先
生
あ
の
ね
、
と
言

え
る
人
間
関
係
だ
と
考
え
、
定
期
的
に

少
し
授
業
を
早
く
終
わ
ら
せ
て
、
一人一

人
、
困
っ
た
こ
と
な
ど
を
聞
い
て
い
る
。

Q
役
職
定
年
制
度
は
、
次
世
代
へ
の
権

限
委
譲
と
組
織
継
承
を
進
め
る
た
め
の

制
度
で
す
。
町
長
は
、
二
度
に
わ
た
り

役
職
定
年
を
迎
え
た
課
参
事
を
引
き
続

き
同
じ
職
場
に
配
置
を
し
た
。こ
れ
は
、

裏
を
返
せ
ば
、
そ
の
時
点
で
後
継
者
と

な
る
管
理
職
候
補
の
育
成
が
十
分
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

A
は
っ
き
り
言
う
と
、
本
人
に
は
〔
当

時
〕
副
町
長
の
候
補
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
能
力
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で
、
引

き
延
ば
し
を
し
た
点
は
否
め
な
い
。

組
織
運
営
で
重
要
な
の
は
、
特
定
の
個

人
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
次
世
代
へ
確

実
に
引
き
継
げ
る
組
織
づ
く
り
と
人
材

育
成
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
で
す
。

議
員
の
ひ
と
言

Q
財
政
調
整
基
金
と
は
。

A
町
の
貯
金
に
相
当
す
る
も
の
で
、
何
ら

対
策
を
講
じ
な
かっ
た
場
合
、
令
和
11
年

度
末
に
基
金
枯
渇
の
可
能
性
が
あ
る
。

Q
枯
渇
し
た
場
合
は
。

A
①
災
害
発
生
時
の
対
応
力
低
下
②
公

共
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
③
行
政
運
営

の
継
続
性
へ
の
影
響
④
住
民
負
担
の
増

加
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

Q
町
長
は
こ
の
重
大
リ
ス
ク
を
一月
中

旬
に
認
識
し
て
い
た
が
、
四
月
末
ま
で

議
会
へ
の
報
告
は
な
し
。
こ
れ
を
決
め

た
の
は
誰
の
判
断
か
。

A
行
財
政
改
革
大
綱
を
早
く
出
せ
と
は

財
政
に
話
し
て
い
た
。
結
果
と
し
て
進

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

議
会
の
予
算
審
査
は
、
必
要
な
情
報
が

適
時
に
共
有
さ
れ
て
初
め
て
成
り
立
ち

ま
す
。
そ
の
前
提
が
損
な
わ
れ
た
こ
と

は
、
財
政
統
制
・
内
部
統
制
上
、
極

め
て
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
議
会
と
し

て
到
底
看
過
で
き
ま
せ
ん
。

議
員
の
ひ
と
言

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、い
じ
め
対
策

高
齢
者
支
援

人
材
育
成

財
政
調
整
基
金
枯
渇
リ
ス
ク

問
子
ど
も
達
の
安
全
の
確
保
を

答
何
で
も
言
え
る
環
境
を

作
っ
て
い
る

問
高
齢
者
の
見
守
り
強
化
を

答
互
助
の
重
要
性
の
啓
発
に

努
め
る

問
役
職
定
年
者
を
引
き
続
き

配
置
し
た
理
由
は

答
副
町
長
候
補
と
い
う
こ
と

で
引
き
延
ば
し
た

問
議
会
報
告
を
遅
ら
せ
た
の
は

誰
の
判
断
か

答
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
る

政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています。 議会だより とびら 第47号 10

古
こ た ま

玉いづみ 議員

澤
さわ

　 良
りょういち

一 議 員
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政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています。

Q
鳥
屋
小
３
年
生
が
火
事
・
事
件
・
事

故
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
学
習
を
し
た
。

防
災
対
策
の
横
展
開
と
し
て
、
通
学

路
版
マ
イ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
小
中
学
校
で
開

催
を
提
案
す
る
。

A
地
域
の
防
災
力
向
上
に
直
結
す
る

意
義
深
い
取
組
で
あ
る
。
令
和
９
年

度
に
実
施
す
る
。

Q
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
安
心
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
決
意
を

き
く
。

A
子
供
た
ち
が
こ
こ
で
学
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
学
校
、
感
じ
ら
れ

る
地
域
の
実
現
に
尽
力
す
る
。

意
識
を
変
え
れ
ば
、
未
来
が
変
わ
る
。

今
こ
そ
防
災
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を

議
員
の
ひ
と
言

Q
困
窮
家
庭
で
は
夏
休
み
期
間
、
６
割

が
子
ど
も
の
食
事
の
量
や
回
数
が
減
っ

て
い
る
。
ま
た
暑
く
て
も
エ
ア
コ
ン
を
つ

け
ず
に
過
ご
す
家
庭
が
７
割
、
子
ど
も

が
熱
中
症
や
夏
バ
テ
に
な
っ
た
家
庭
は

５
割
を
超
え
た
。子
ど
も
家
庭
庁
は「
夏

休
み
こ
ど
も
緊
急
セ
ー
フ
ティ
ネ
ッ
ト
構

築
プ
ラ
ン
」
と
し
て
、
子
ど
も
達
に
冷

房
代
を
気
に
せ
ず
命
を
守
れ
る
居
場
所

の
保
障
、
積
極
的
に
食
を
届
け
る
食
支

援
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
、
夏
休
み
に

緊
急
に
取
り
組
む
よ
う
に
呼
び
か
け
て

い
る
。
山
梨
県
富
士
吉
田
市
で
は
学
童

を
対
象
に
夏
休
み
期
間
中
、
日
替
わ
り

弁
当
を
３
０
０
円
で
提
供
、
就
学
援
助

の
家
庭
は
無
料
と
し
て
い
る
。
当
町
の

対
策
を
伺
う
。

　
A
弁
当
事
業
者
の
活
用
に
よ
る
提
供

体
制
に
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
検
討

す
る
。
児
童
館
で
食
生
活
改
善
推
進

Q
伊
須
流
岐
比
古
神
社
本
殿
及
び
拝

殿
の
屋
根
銅
板
が
盗
難
に
遭
う
事
件

が
発
生
。
被
害
状
況
と
修
繕
の
見
通

し
は
。

A
本
殿
の
正
面
ほ
ぼ
全
て
、
拝
殿
後

ろ
側
の
銅
板
が
は
ぎ
取
ら
れ
た
。
被

害
箇
所
は
防
水
シ
ー
ト
で
応
急
処
置
。

神
社
全
体
の
改
修
事
業
と
合
わ
せ
て

修
理
す
る
予
定
で
あ
る
。

Q
防
犯
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
問
う
。

A
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
、
警
告
看
板
掲

示
。
毎
日
１
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
依
頼
。

Q
町
内
の
指
定
文
化
財
の
建
物
に
今

後
、
警
告
看
板
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
予
定
は
。

A
町
内
７
か
所
に
警
告
看
板
、
そ
し

て
防
犯
カ
メ
ラ
を
順
次
設
置
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

員
と
連
携
し
、
食
の
提
供
・
食
育
に

繋
が
る
取
組
み
を
実
施
し
て
お
り
、
よ

り
多
く
の
子
ど
も
の
利
用
に
努
め
る
。

ま
た
地
域
の
子
ど
も
食
堂
に
も
期
待

し
て
お
り
、
各
種
支
援
制
度
等
の
情
報

提
供
等
を
通
じ
て
活
動
を
支
援
す
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
子
ど
も
を
対
象

に
学
習
支
援
事
業
を
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
、
軽
食
の
提
供
や
調
理

実
習
を
通
じ
た
食
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、

支
援
の
充
実
に
努
め
る
。

今
後
、
学
童
で
の
昼
食
提
供
へ
の
取

組
み
に
期
待
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
　
　

▼
こ
ど
も
性
暴
力
防
止
法
の
対
応

▼
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
へ
の
経
済
支
援

議
員
の
ひ
と
言

防
災
教
育

子
ど
も
貧
困
対
策

文
化
財
保
護

問
通
学
路
版
マ
イ
ハ
ザ
ー
ド　

マ
ッ
プ
作
成
せ
よ

答
令
和
９
年
度
に
実
施
す
る

問
夏
休
み
の
食
と
居
場
所
の

支
援
を

答
必
要
な
支
援
に
繋
げ
る　

体
制
は
整
え
た

問
今
後
の
管
理
体
制
の
強
化
は

答
地
域
全
体
で
見
守
る
体
制
を

整
備
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一 般 質 問 6月定例会議

政治家が病気見舞を出すことは禁止されています。

Q
中
能
登
は
桜
の
木
が
多
い
と
聞
く

が
、
町
全
体
を
「
桜
の
公
園
」
に
し
て

は
ど
う
か
。

A
町
の
将
来
像
を
考
え
る
上
で
夢
が
あ

り
、
魅
力
向
上
や
地
域
活
性
化
に
繋
ぐ

重
要
な
視
点
と
考
え
る
。
現
状
の
桜
の

名
所
を
う
ま
く
情
報
発
信
し
て
い
く
。

Q
20
年
後
の
町
の
姿
を
ど
の
よ
う
に
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
る
か
。

A
【
町
長
】
未
来
を
切
り
開
く
原
動
力

は
人
材
を
育
て
る
こ
と
。
町
民
の
皆
様

の
健
康
で
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
牽

引
す
る
両
輪
で
あ
る
。

A
【
副
町
長
】
心
が
落
ち
着
く
田
園
風

景
、
産
業
を
維
持
す
る
に
は
や
は
り
人

材
が
重
要
で
あ
り
、
人
が
集
い
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
、
町
を
離

れ
て
も
ふ
る
さ
と
に
思
い
を
は
せ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た

い
。

Q
以
前
、
卒
業
式
で
「
師
へ
の
感
謝
の

歌
が
聞
こ
え
な
い
の
は
寂
し
い
」
と
の

声
を
受
け
、「
仰
げ
ば
尊
し
」
が
復
活

し
た
と
の
新
聞
記
事
が
あ
っ
た
。
先
日
、

中
学
校
の
卒
業
式
に
出
席
し
た
が
、
歌

わ
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
。

A
卒
業
式
は
、
生
徒
自
ら
が
主
体
的
に

つ
く
り
上
げ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
お

り
、
歌
の
選
曲
も
そ
の
一
環
と
し
て
生

徒
の
意
思
を
尊
重
し
て
い
る
。

Q
当
日
の
卒
業
式
に
欠
席
者
が
何
人
も

い
た
。
ど
う
いっ
た
状
況
か
。
ま
た
、
卒

業
証
書
は
ど
ん
な
形
で
手
渡
さ
れ
た
か
。

A
不
登
校
や
健
康
上
の
理
由
な
ど
で
も

卒
業
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
個
々

の
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
を
行
っ

て
い
て
、
そ
の
子
に
と
っ
て
最
も
安
心

で
き
る
門
出
を
祝
う
こ
と
を
重
視
し
て

い
る
。

選
曲
の
前
に
、「
仰
げ
ば
尊
し
」
の
歌

詞
の
内
容
、
意
味
を
教
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

議
員
の
ひ
と
言

Q
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
者
の
退
去
後

の
利
活
用
の
具
体
案
は
あ
る
か
。

A
町
復
旧
・
復
興
本
部
会
議
に
お
い
て
、

町
職
員
に
提
案
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

平
時
・
災
害
時
の
両
面
で
活
用
で
き
る

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
な
施
策
を
検
討
し
た

い
。

応
急
仮
設
住
宅
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の

「
居
住
空
間
」
を
プ
ラ
ス
に
変
え
て
い

く
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
言

Q
全
国
各
地
で
様
々
な
事
件
、
事
故
、

な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
の
安
心
安
全
を

脅
か
す
出
来
事
が
後
を
絶
た
な
い
。
町

内
に
お
い
て
同
様
な
事
件
が
発
生
し
た

際
、
対
応
で
き
る
の
か
。

A
早
朝
及
び
日
没
後
の
時
間
帯
で
駐
在

所
が
勤
務
時
間
外
の
時
、
七
尾
警
察
署

や
七
尾
市
内
の
交
通
パ
ト
ロ
ー
ル
が
カ

バ
ー
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
県
内

で
は
、
社
会
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、

複
数
あ
る
駐
在
所
を
一つ
の
交
番
に
統

合
す
る
市
町
が
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
、

そ
れ
に
よ
り
24
時
間
体
制
を
取
る
こ
と

が
出
来
る
た
め
町
民
の
安
心
・
安
全
を

守
る
上
で
非
常
に
有
効
な
解
決
策
で
あ

る
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
15
年
ほ
ど
経
つ
が
、
全
世
帯
に
設

置
さ
れ
て
い
る
か
？

よ
り
安
心
・
安
全
な
環
境
を
！

議
員
の
ひ
と
言

桜
の
公
園

卒
業
式
歌

仮
設
住
宅
の
利
活
用

駐
在
所

問
町
全
体
を
桜
の
公
園
に

答
魅
力
向
上
へ
の
重
要
な
視
点

問「
仰
げ
ば
尊
し
」な
ぜ
歌
わ
れ
な
い

答
生
徒
の
自
主
的
な
選
択
の
結
果

問
応
急
仮
設
住
宅
の
利
活
用

案
は

答
フェ
ー
ズ
フ
リ
ー
な
施
策
を

検
討

問
駐
在
所
の
課
題
・
問
題
点
は

答
交
番
に
す
る
こ
と
で
24
時
間
態
勢
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一 般 質 問6月定例会議

【令和８年７月の様子】
猛暑日が何日も続く日々の中、エアコ
ンが設置された地域の居場所児童館。
快適な中で楽しく遊ぶ子どもたちの笑
い声が…。

政治家が運動会やスポーツ大会に飲食物を差し入れることは禁止されています。

令和７年６月 定例会議　一般質問から

Q
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
団
体
数
や

従
事
者
数
、
直
面
し
て
い
る
高
齢
化

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
現
状
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

A
担
い
手
不
足
が
み
ら
れ
る
が
、
無
償

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
に
は
、
有

償
化
と
す
る
に
は
難
し
い
活
動
も
数

多
く
あ
り
、
引
き
続
き
、
統
一
的
な
形

に
と
ら
わ
れ
ず
、
活
動
の
目
的
や
本

質
に
応
じ
て
多
様
な
仕
組
み
を
取
り

入
れ
支
援
し
て
い
く
。
防
災
士
に
対

し
て
は
、
活
動
そ
の
も
の
に
対
す
る

報
酬
で
は
な
く
、
継
続
し
て
活
動
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
う
。
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
な
か
の
と
結
び
隊
」

は
、
支
援
内
容
の
拡
充
や
サ
ポ
ー
タ
ー

数
を
増
や
す
取
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

か
し
ま
児
童
館
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置

を
要
望
す
る
。（
角
議
員
の
質
問
）

　
⬇
　
⬇

町
長
答
弁

近
年
の
夏
の
暑
さ
も
あ
り
、
施
設

状
況
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
踏

ま
え
、
玄
関
右
側
の
部
屋
に
エ
ア
コ

ン
を
早
急
に
設
置
す
る
よ
う
指
示

し
た
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

問
現
状
の
利
用
状
況
と
課
題
は

答
実
績
は
な
い
が
、ひ
ん
や
り

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
活
用
を

問
制
度
導
入
に
対
す
る
町
の
　

見
解
は

答
多
様
な
仕
組
み
を
取
入
れ

支
援
す
る

Q
公
民
館
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
と
し
て
試
験
的
に
開
設
し
て
は

ど
う
か
。

A
暑
さ
指
数
が
基
準
に
達
し
て
お
ら

ず
、
県
内
で
は
こ
れ
ま
で
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を
解
放
し
た
実
績
は

な
い
。
今
後
の
公
民
館
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
地
区
の
裁
量
に
お
任
せ
し
、

ひ
ん
や
り
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
公
民
館

を
開
設
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
も

の
と
し
、
開
設
に
伴
う
電
気
料
の
補

助
に
つ
い
て
は
執
行
部
で
検
討
し
て

み
た
い
。

その後の
取り組みは！
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

石川県国民保護共同図上訓練

中能登町教育大綱が改訂
第３次（令和８年度～令和１２年度）

サテライト拠点開所

総合型地域スポーツクラブ設立に向けて

　2月26日（木）に「令和7年度石川県国民保護共同図
上訓練」が実施され、中能登町で初めて開催されたとの
報告が3月6日（金）の委員会でありました。
　訓練は、町内の各施設やJR駅構内等において、緊急対
処事態に類する事象や大規模テロが発生し、多数の死傷
者が生じたという想定で行われました。今回は事前にシナ
リオを提示せず、進行に合わせて随時状況を付与していく
ブラインド方式が採用されました。今後の課題として、確
実な初動対応を可能にする体制づくりや、町民への迅速な
情報周知の強化を進めていくとしています。

　平成28年に策定された、町の教育方針を示す「中能登町教育大綱」が令和8年4月に改訂さ
れたとの報告がありました。
　第３次となる今改訂は令和８年度からの５年間で、これまでの基本理念「ふるさとに誇りをもち、
しなやかに、たくましく、未来を切り拓く力を育む」を踏襲しつつ、能登半島地震の教訓を生か
した防災教育の強化、また部活動の地域展開を推進するための総合型地域スポーツクラブの設立
に力を注いでいくという方針が示されました。

　4月18日（土）に金沢大学能登里山里海未来創造セン
ターと中能登町とのサテライト拠点が開所したとの報告が
ありました。活動拠点は、カルチャーセンター飛翔2階の
応接室です。主な活動や方針は、「復興まちづくりに関す
る意見交換やアイディアを出し合う場の構築、高校生への
探求学習」などを想定しており、地域住民や高校生と一緒
に事業を展開していきたいとの事です。

　総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会を立ち上
げ、計画的に進めていくことが示されたとの報告があり
ました。今後としては、新しい生涯スポーツのエンドス
テイト（最終的な望ましい姿）の形として、取り組まれる

「総合型地域スポーツクラブ」設立に向けて、地域住民
一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組める交流の場、
子どもの体力強化に寄与するプログラムの提供や環境づ
くりを行い、また将来的に部活動の地域展開の受け皿と
なるスポーツクラブの設立に向けて取り組んでいきたい
との事です。

総務建設常任委員会総務建設常任委員会

教育民生常任委員会教育民生常任委員会
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中能登町
スポーツ協会

中能登町
文化協会

ジュニアスポーツクラブ
スポーツ少年団

幼児運動教室
ジュニア運動教室

各種講座等
各種教室等地域クラブ

行政（教育委員会）

総合型地域スポーツクラブ：体系図

中能登中学校

総合型地域スポーツクラブ

協会

連携

連携
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連携

将来図



議会からのお知らせ

ようこそ中能登町議会へ　～行政視察受入～

5月15日（金）

福島県南
みなみそうまし

相馬市議会　建設経済常任委員会
【視察目的】
・能登半島地震における被害状況、復旧・復興状況
　について
・バイオマスメタン発酵施設について

5月13日（水）

広島県廿
は つ か い ち し

日市市議会　産業建設常任委員会
【視察目的】
・バイオマスメタン発酵施設について
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南　
　
昭
榮

甲
部　
昭
夫

坂
井　
幸
雄

4月
15日 教育民生常任委員会 － 〇 － 〇 － 〇 〇 〇 〇 オ － －

15日 総務建設常任委員会 〇 － 〇 － 〇 － － － － 〇 〇 ×

22日 議会運営委員会 － 〇 〇 － － 〇 － － － － 〇 ×

30日 全員協議会 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

30日 随時会議 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

5月
21日 6月定例会議　初日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

22日 教育民生常任委員会 － 〇 － 〇 － 〇 〇 〇 〇 オ － －

22日 総務建設常任委員会 〇 － 〇 － 〇 － － － － 〇 〇 ×

25日 議会運営委員会 － 〇 × － － 〇 － － － オ 〇 ×

25日 予算決算常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 オ 〇 ×

６月
2日 一般質問 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

3日 一般質問 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

5日 全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

5日 ６月定例会議　最終日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

会議等出欠状況 ○…出席　　×…欠席　　△…早退・遅刻　−委員外
オ…議長が各委員会にオブザーバーで出席

月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
午前10：00
議案上程

提案理由説明
質疑など

午前10：00
総務建設

常任委員会

午後1：30
教育民生

常任委員会

午前10：00
予算決算

常任委員会

午前10：00
予算決算

常任委員会

午前10：00
予算決算

常任委員会

14 15 16 17 18 19 20
午前10：00
予算決算

常任委員会
午前10：00
一般質問

午前10：00
一般質問

（予備日）

21 22 23 24 25 26 27
午後1：30
全員協議会

午後3：00
委員長報告
質疑・討論・採決

28 29 30

本会議

本会議 本会議

本会議

本会議 はケーブルテレビ
「なかのとチャンネル」で
中継します。

9 月定例会議の日程

みなさんの傍聴を
お待ちしてます。

【お詫びと訂正】
議会だより第46号の16ページ 「新中学一年生に突撃インタビュー」の掲載内容に誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。　【正】峯さん　　【誤】峰さん

議会だより とびら 第47号15
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須
藤　
雅
彦

	

橋
本　
達
也

	

奥
村　
良
憲

	

福
井　
清
久

　
７
月
１
日
よ
り
、８
年
ぶ
り
の
選
挙
を

経
て
新
し
い
中
能
登
町
議
会
が
発
足
し
ま

し
た
。新
人
５
名
、そ
し
て
、全
体
で
女
性

４
名
と
い
う
事
で
、「
期
待
し
て
い
る
よ
」

と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。そ

の
期
待
に
応
え
れ
る
よ
う
、12
名
全
力
で

町
の
た
め
に
動
い
て
い
き
ま
す
。

　

表
紙
の
ト
キ
は
、佐
渡
島
で
の
撮
影
で

す
が
、間
も
な
く
２
回
目
の
放
鳥
を
控

え
、町
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い

ま
す
ね
。ト
キ
の
定
着
に
は
、自
然
の
多
様

性
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

我
々
、ひ
と
も
多
様
性
を
認
め
合
う
事

で
生
き
や
す
く
な
り
ま
す
。ト
キ
を
キ
ッ
カ

ケ
に
、よ
り
暮
ら
し
や
す
い
町
の
姿
を
、み

ん
な
で
描
い
て
い
き
た
い
で
す
。須

藤　
雅
彦

編
集
後
記

町民と議会をつなぐ声 ～ひとこと、聞きました～

と
び

ら
へ

の
ご

意
見

は
⇨

こ
ち

ら

過去の
議会だより

二 次 元 コード を 読 み
取ってご利用下さい。

復興に向け

大西 利徳さん
（二宮在住）

　あれから２年7ヶ月。忘れもしない令和6年
１月１日午後4時10分最大震度7の大地震。
大きな揺れが能登半島を襲い、津波による家
屋の倒壊などの被害でたくさんの尊い命が失
われました。生活道路の寸断・水道・電気な
ど生活基盤への影響においても想像を絶する
ものがありました。
　県内外からのたくさんのボランティアの
方々や行政職員の協力も得ながら現在にい
たっています。被災により仕方なくふるさとを
離れ、いまだ戻れない方もおり、まだまだ復
興半ばで程遠いものがあります。
　8年ぶりの定員４名を超えた町議会議員選
挙も終え、これから令和8年度の議会も新し
く出発します。町民の要望にしっかりと目・
耳を向けてもらい、行政への提言につなげて
もらいながら、住み良い町づくりへと進めて
もらえればと願っています。
　これからも、「住んでよかった町づくり」、「福
祉や子育て等に充実した町づくり」にと、行
政と共に切磋琢磨してもらいながら町民の負
託に応えていただければと、議会中継を拝聴
しながら期待します。

誰でも使用しやすい施設の存続を

高橋 早苗さん
（水白在住）

　自然が豊かで、平穏な中能登町は、住みや
すいです。高齢者も元気ですね。私は週末に、
テニスを楽しんでいますが、いまだに70代後
半の大先輩に敵いません。悔しいけど、生涯
現役!! 憧れます。
　子ども、学生だけでなく、中高年や障害の
ある方もスポーツを楽しめるように、使用し
やすい施設の存続をお願いしたいです。（鹿
西スポーツセンターの屋内コート、本当にあ
りがたいです。）
　以前、レクトピアパークに、医療機関誘致
の計画がありましたね。実現は難しいようで
すが、町民の気持ちを明るくしてくれたと思
います。私も、眼科や皮膚科や整形外科が並
んだ光景を想像しました。
　町民の幸せのために、行政がどのように動
いているのかを分かりやすく伝えていただけ
たらと思います。町民のために、これからも
よろしくお願いします。いつもありがとうござ
います。
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